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第９回 仮借なき攻撃 
 
吉田氏は、ＪＲ東労組脱退後の 2001 年 3 月 7 日、浦和電車区 2 階通路で大澗被告らから、

1 時間半にわたり恫喝されました。吉田氏は区長に相談し「会社を辞めたい」と漏らしまし

た。本心で退職を望むはずはありませんでしたが、勤務中も分会役員から隠れることばか

り考え、怖くて休憩室にも入れないような精神状態に追い詰められていました。平常心で

運転できず、事故を起こしかねないと不安でした。そして 3 月 11 日に南浦和駅ホームの休

憩室で山田被告に脅されたことで、吉田氏は、もう運転を続けられないと観念したのです。 

吉田氏は、再度区長に相談し、運転できないことを告げ、休暇を願い出ました。区長と

は、いつも大宮駅近くの喫茶店で会っていました。ＪＲ東労組が監視する職場では話がで

きず、区長が場所を指定したのです。区長は吉田氏を出向させられないか大宮支社に相談

しましたが、「本人のわがままだ」「会社は東労組を基軸としていると伝えよ」という回答

でした。吉田氏は区長の指示で「嘆願書」を書き、窮状を訴え、配転を申し出ましたが、

支社の見解は変わりませんでした。区長から「転勤は無理だ」「君の言い分が自分勝手であ

るということだ」と通告されました。会社は吉田氏を助けてくれませんでした。 

 

「リーダー研修」中止にみる異常な労使関係 
 
会社は、なぜＪＲ東労組の横暴に対してこれほど及び腰なのでしょうか。 

ＪＲ東日本は 1997 年から職場の若手社員を対象に「リーダー研修」を実施しましたが、

研修修了者の一部がＪＲ東労組に批判的な言動をとったことから、「リーダー研修が組織破

壊の温床になっている」との理由で、1998 年 8 月、ＪＲ東労組は研修の即時中止を申し入

れました。激しい交渉を経て、残念ながら、会社は研修の中止を受け入れました。当時の

会社の交渉責任者は、清野人事部長（現社長）です。会社はＪＲ東労組との対立を避け、

職場の荒廃や人権無視の糾弾行為などを黙認する方針に姿勢を転じたのでしょうか。 

なお、ＪＲ東労組は、この交渉記録を詳細に文書で開示しましたが、その中には、驚く

べき不当労働行為の実態が明らかにされています。以下の記録の「95 年のとき」とは、Ｊ

Ｒグリーンユニオン結成、「仙台の変な動き」とは、1993 年のＪＲ東新労結成を指します。

いずれもＪＲ東労組を脱退しＪＲ連合系労組を結成した時のことで、新役員の配転など、

激しい不当労働行為が行われました。会社はそれを自認しているのです。（次号に続く） 
 
（組合）組合が組織破壊を受けているのに、95 年のときは会社は動いて、今回は何故動

かないのか。 

（会社）前回の 95 年の話だが、あの時は新潟の動きが非常に大きいという中で対応した。

あるいは仙台の変な動きについてもそれなりに対応してきたつもりだ。これからもそ

ういうことについては毅然たる態度で臨むという考え方・スタンスでいくということ

に変わりはない。 
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